
岡山県肺がん精密検診機関基準及び届出要領 

 

１ 目 的 

  本要領は、市町村が住民を対象に実施する肺がん検診の結果、「要精検」となった者に対し、 

精密検診機関として受診を勧奨できる医療機関の基準及び届出の手続を定めることを目的とする。  

 

２ 肺がん精密検診機関基準 

  肺がん精密検診機関は、次のすべての条件を満たすこと。 

 （１）エックス線検査の能力を有すること。 

   ア エックス線撮影装置は、次の装置を有すること。 

    （ア）高電圧撮影装置（定格出力１５０ＫＶ） 

    （イ）コンピュータ断層撮影装置（ＣＴ） 

    イ 放射線科医、呼吸器関連学会の認定医又は専門医、指導医が勤務していること。 

   ウ 診療放射線技師は、（特非）日本 X 線 CT 専門技師認定機構認定の X 線 CT 認定技師、 

    （特非）日本ＣＴ検診学会認定の肺がんＣＴ検診認定技師、(公社)日本診療放射線技師 

    会認定のＸ線ＣＴ検査技能検定合格者等のＣＴ専門技師が望ましい。      

      また、(公社)岡山県診療放射線技師会開催の研修会又は関連する学会に１回／年以上 

    参加していること。 

  （２）気管支鏡検査の能力を有すること。 

   ア 日本呼吸器内視鏡学会の認定医又は専門医、指導医が勤務していること（日本呼吸器 

    内視鏡学会認定施設、日本呼吸器学会関連認定施設であることが望ましい）。 

      イ アを満たすことができない場合は、日本呼吸器内視鏡学会認定施設又は日本呼吸器学 

    会関連認定施設から協力を得られる体制が確保されていること。 

 （３）細胞診及び組織診の検査能力を有すること。 

   ア 細胞診及び組織診断に関しては、日本臨床細胞学会専門医又は日本病理学会認定医が 

    おこなうこと。 

   イ 臨床検査技師は、日本臨床細胞学会認定の細胞検査士であること。   

     また、(一社)岡山県臨床検査技師会開催の研修会又は関連する学会に１回／年以上参 

    加していること。 

     なお、日本臨床衛生検査技師会生涯教育を履修修了した者が望ましい。   

    ウ 細胞診及び組織診を自己施設で行わない場合は、依頼する機関が（３）ア、イを満た 

    していること。 

 （４）共通事項 

    診断担当医は、（公社）岡山県医師会及び地区医師会、がん診療連携拠点病院等が主催す

る読影会、研究会又は研修会、関連する学会に２回／年以上出席すること。 

 

３ 届 出 

    肺がん精密検診機関の届出をしようとする医療機関は、（別記様式１）に必要事項を記入の上、

岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会肺がん部会（以下「肺がん部会」という。）に提出する

ものとする。 

  肺がん部会は、届出内容を審査し、適正と認められた場合、医療機関に対し受理を通知する。 

（別記様式２） 

 

４ 届出の有効期間 

  届出の有効期間は、２年以内とする。但し、最初の届出の有効期間は、届出のあった年度の翌

年度末とする。また、更新の場合は、有効期間満了日の３０日前までに肺がん部会に届出を提出

すること。 

 

５ 届出後の変更 

    届出機関は、届出事項に変更のあった場合には、変更の内容、年月日、理由等を明記した変更

届（別記様式３）を速やかに肺がん部会に提出すること。 



６ 辞 退 

    届出機関は、届出を辞退する場合には、辞退の理由を明記した辞退届（別記様式４）を肺がん

部会に提出すること。 

 

７ 届出の取消し 

    肺がん部会は、届出機関が次の各号に該当する場合は届出取消しの審査をし、精密検診機関と

して不適当と認められれば取り消すことができる。 

 （１）２に定める基準に該当しなくなったとき。 

  （２）岡山県がん登録室へ精密検診結果の報告及びがん登録の届出が３年間全くないとき。 

  （３）その他届出施設として不適当と認められたとき。 

  （４）診断医師が、岡山県医師会等の開催する肺がん検診講習会等に連続して２年間出席しな 

   かったとき。   

  （５）診療放射線技師が、(公社)岡山県診療放射線技師会主催の研修会等に出席しなかったと 

   き。 

 （６）臨床検査技師が、(一社)岡山県臨床検査技師会主催の研修会等に出席しなかったとき。 

 （７）その他届出施設として不適当と認められたとき。 

 

８ 市町村への周知 

    届出が受理された医療機関は、適格性のある肺がん精密検診機関として、肺がん部会から市町

村へ通知する。また、取消しのあった場合にも同様にその旨市町村へ通知する。 

  

９ 経過措置 

  平成１８年度末までに次の旧基準により届出を受理された医療機関については、平成２０年 

度末までは届出を有効とするが、平成２０年度末時点において２の基準に適合していない場合 

には精密検診機関一覧から削除する。  

（１）エックス線装置は、次の装置を有すること。 

   ア 高圧撮影装置（定格出力１５０ＫＶ） 

   イ エックス線断層撮影装置又はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ断層撮影装置（ＣＴ） 

（２）気管支鏡検査の能力を有すること。 

（３）細胞診及び組織診の検査能力を有すること。 

   細胞診及び組織診を自己施設で行わない場合は、依頼する医療機関が確保されていること。 

（４）診断担当医師 

   ア 肺がんの確定診断、気管支鏡検査について十分な経験を有する医師が確保されている 

    こと。 

   イ （公社）岡山県医師会主催の読影会、研究会に出席すること。 

 

附 則 

 平成 ８年３月１２日から施行する。 

  平成１５年３月 ７日 一部改正 

 平成１９年３月２７日 一部改正 

 平成２５年３月２６日 一部改正 

  平成２６年２月２１日 一部改正 

  平成２９年３月１４日 一部改正 

 令和 ２年２月１３日 一部改正 

 令和 ６年４月 １日 一部改正 

 

岡山県生活習慣病検診等管理指導協議会肺がん部会 

【事務取扱機関】 〒７００－８５７０  岡山市北区内山下２－４－６ 

   岡山県保健医療部疾病感染症対策課（電話０８６－２２６－７３２１） 


